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令和元年 第１２回教育委員会定例会 会議録

１ 日時 令和元年１０月１６日（水） 午後３時３０分～

２ 場所 小林市役所 ２階 第２会議室

３ 出席委員 中屋敷史生 大部薗智子 椎屋芳樹 槇光子 淵上定一郎

４ 参与職員 山下康代 藤井寛史 松田和弘 税所將晃 金丸浩二 中神正弘

（調製職員）川俣洋寿

５ 説明職員

６ 会議内容

開会 15：30

中屋敷教育長 令和元年１０月９日付小林市教育委員会告示第９号で招集されました令和

元年第１２回小林市教育委員会定例会を開催します。

議事のほうに入りたいと思います。

今日は、報告が３件あります。

まず、報告第１７号令和元年度第４回市議会定例会（９月議会）について

説明をお願いします。

山下部長、お願いします。

山下教育部長 それでは、報告第１７号、９月議会の報告をさせていただきます。

２ページをお開きください。

一般質問につきましては、先月の定例教育委員会で報告いたしましたので、

本日は、議案質疑と総務文教委員会の報告をさせていただきます。

３ページから７ページは、議案質疑の通告内容でございます。

８ページは、総務文教委員会の日程表でございます。

９ページは、議案質疑の内容になります。

議案第４９号は、３０年度の決算の一般会計決算の議案であります。

吉藤議員で、姉妹都市交流事業について、能登町との姉妹都市交流の交流

人口、それから事業のメリットについての質問でございました。３０年度

は能登町より７月２７日から２９日の３日間で、中学生交流２２名、引率

者４名、総勢２６名が小林市に来てくださいました。事業のメリットにつ

いても、お手元の資料にあるように答えております。
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能登町との交流の感想と事業報告について質問がありました。これは社会

教育課長が答弁しまして、参加した生徒の積極性、協調性が増すなどいい

影響が生徒にあらわれ、また、自分たちのふるさとを再確認できる事業で

あるとの声をいただいていますということでお答えしております。

１１ページをご覧ください。

前田議員の次世代の子どもを育む学校指導体制推進事業費、サポートスタ

ッフの成果と課題について質問がありました。私から、昨年の９月から３

月までの７カ月間の成果になるんですけれども、サポートスタッフにつき

ましては、印刷・製本業務を中心に小・中学校ともに１カ月当たり約１４

５時間をサポートスタッフに業務を依頼しておりますので、その分教員の

負担軽減につながっているのではないかとお答えしました。

前田議員からは、サポートスタッフ、部活動指導員でどのような効果があ

ったのか質問がありましたので、それぞれのサポートスタッフ、部活動指

導員についての時間数を答えております。

それから、前田議員からは、他の学校でも配置されるのかということで質

問がありました。昨年度モデル的な取り組みを受け、今年度もサポートス

タッフ５名、部活動指導員３名を配置しております。昨年度からの成果と

課題をさらに検証して、今後の継続や他校への配置、予算的なこともござ

いますが、検討していきたいと考えておりますとお答えしております。

１２ページをお開きください。

下沖議員です。次世代の学びを創造するＩＣＴプロジェクト事業費という

ことで、各小・中学校のＷｉ-Ｆｉの設置状況について質問がありました。

各小・中学校の普通教室、理科室、体育館、運動場に設置しております。

それから、Ｗｉ-Ｆｉを通じてどのような授業をされているんですかという

質問がありました。これは、教育長から、タブレットを利用して、例えば

体育の授業、中学校の数学の授業、それから、子供たちが発表する際に子

供たちが書いたものが瞬時に電子黒板に映しだされますので、誰がどのよ

うな考えを持っているのかということがわかります。授業の中でそれぞれ

の考え方を使って話し合いをさせて、知識と技能を子供たちに習得させる

ということも行っておりますとお答えしております。最後に、ＩＣＴ支援
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員の配置、先生方の負担軽減にも取り組んでいただきたいと要望がありま

した。

１３ページです。

時任議員と原議員から、ＴＥＮＡＭＵビルの公共スペース運営事業費につ

いての質問がございました。利用状況、事業収益等について質問がありま

したので、社会教育課長が答えております。

それから、１４ページをご覧ください。

委託等の見直しについてということで質問がありました。社会教育課長が、

委託料に関しましては、持続可能な地域づくり事業補助金を活用してまい

りましたが、今年度で最後となります。委託料に関しましては、内容を精

査し、今年度は前年度に比べ、経費の削減を行ったところです。収入とい

たしましては、施設の使用料の増加のために、市民の方に施設周知を図り、

利用率を上げていきたいと考えております。委託に関しましては、指定管

理者制度の導入も併せて検討していきたいと考えておりますということで

お答えしております。

原議員からは、利用状況、フードラボについての質問がありました。

１５ページになります。

原議員から、利用者の方から定休日や開館の時間帯について改善の声は出

ていないかと質問がありました。開館時間につきましては、通常１０時か

ら午後９時までとしておりますが、夜間のイベント等で撤収などに時間が

かかる場合は、臨時的に夜間１０時まで延長して運営しております。利用

者から改善の声につきましては、現在のところ出ていない状況であります。

１６ページをお願いします。

原議員の外国語教育推進事業費で、ＡＬＴの人数と１人当たりの給与状況、

就労時間についてお尋ねがありましたので、私から答えております。

原議員からは、現在派遣されているＡＬＴが本市で長年勤めることができ

ないものか、また、ＡＬＴと市教委が直接意見交換することができないも

のか、これは要望として上げておきますということでありました。

１７ページをお願いします。

次世代の子どもを育む学校指導体制推進事業費について、杉元議員からも
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サポートスタッフ等の質問があったところです。杉元議員から、小林はス

ポーツのまちというふうに掲げております。したがって技術の向上も努め

ていかなければならないんですが、市内の学校にも優秀な指導者がおられ

ると思います。学校である程度の技術の向上、部活動の成績は出ておりま

す。外部指導者と学校が連携して部活動を進めることで、競技力向上、長

時間労働の改善につながると思いますが、どういった方法でおられるかお

聞きしたいということで、教育長が答弁しております。中学校の部活動に

つきましては、休日は１日休むということ、平日にも１日休むということ

が、全国で通知がありました。これは、スポーツ科学的に見て、小・中学

校が運動をやり過ぎると故障が出て、生涯スポーツ、競技スポーツに支障

が出るというデータが、国レベルでそのようになっております。

したがって、部活動で競技力を上げるというのは厳しい状況になっており

ます。そうなると、社会体育で競技力を高めなければならないということ

になります。学校教育の中だけでは無理だということです。そこで、小林

市では、競技力を上げるための検討委員会を今年設立し、どういう形でや

れば、小・中学生が健全な成長をして、競技力が伸びるような選手が育つ

環境づくりになるかということ教育部の中では話しているところです。た

だ、部活動指導員は責任がかかってきますので、なりたいという方も多く

ないので、その趣旨等も話しながら人材を確保し、各学校にも広げていく

手続をとっていかなければならないと考えていると答弁をしております。

１９ページからは、総務文教委員会、学校教育課、社会教育課、スポーツ

振興課、それから須木分室、野尻分室の質問内容を載せております。

報告については以上です。

中屋敷教育長 ありがとうございました。

今の報告、議会の後ですけれども、何かご質問ございますでしょうか。

よろしいでしょうか。（はい）

それでは続いて、報告第１８号小林市放課後子ども教室教育活動サポータ

ーの委嘱について説明をお願いします。

松田社会教育課長 それでは、２８ページ、２９ページになります。

報告第１８号小林市放課後子ども教室教育活動サポーターの委嘱について、



5

令和元年９月１日から、にっこば子ども教室と栗須っ子クラブで、にっこ

ば子ども教室のほうが新田憂美さん、そして栗須っ子クラブが伊東良子さ

んということで、１名ずつ増えたところでございます。こちらのサポータ

ーにつきましては、いらっしゃるコーディネーター、サポーターが地域の

方に声をかけていただいて協力をしてもらっていっている状況でございま

す。にっこば子ども教室につきましては、現在サポーターが３名で、栗須

っ子クラブにつきましては、現在２２名のサポーターがいらっしゃいます。

以上、説明のほうを終わります。

中屋敷教育長 ありがとうございました。

ご質問はありせんでしょうか。

椎屋委員 どういう経歴の人ですか。新田さん、伊東さん。

松田社会教育課長 地区の方でお願いしておりますので、確認させてもらいます。

中屋敷教育長 次回お願いします。

ほかにありますでしょうか。

これは欠員の補充ではなくて、協力したい人はどんどん入ってくるんです

か。栗須は非常に多いんですが。

松田社会教育課長 栗須に関しましては、児童が７０名程度いますので、それに対しての

サポーター数がやはり多いということになります。家庭の事情でやめてい

く方の補充を行っています。

中屋敷教育長 補充と考えてよろしいですか。わかりました。

ほかにないでしょうか。よろしいですか。（はい）

それでは次に、報告第１９号県指定史跡（九塚古墳）の指定解除について

説明をお願いします。

松田社会教育課長 報告第１９号県指定史跡（九塚古墳）の指定解除について説明させて

いただきたいと思います。

資料のこちらが県の公報が３３ページです。こちらを見ていただいて、右

上に教育委員会告示ということで、宮崎県指定史跡の一部指定解除という

ことになっております。

詳しくは別途、資料を用意しています。九塚古墳確認調査詳細になります。

こちらにつきましては、ここの土地の部分につきましては畑等になってい
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まして、ここの土地の所有者の方が家を建設するという形で実施してよい

かと相談があったところでございます。

こちらにつきましては、指定年が昭和８年１２月５日に旧野尻町のときに

されたものでございます。そして、今回の場所は、県にもお願いして、そ

して別府大学の研究チームにも入って中を見たところでございます。こち

らを試掘したときに、後ろに写真が載っているんですけれども、こういっ

た形で試掘調査を行っていったところです。

それと、８ページからになりますけれども、中の横穴のところが出てきま

して、ここを調査をかけたところでございます。

調査をしたところ、９ページには、人骨、頭蓋骨の一部が出たというとこ

ろでございます。そして、あわせて棚みたいものがつくってあって、そち

らに鉄剣と、あと鉄鏃、トウシといって小刀等が出てきたところです。こ

れが１０ページに出たところが載っております。

こちらの１０ページの一番右下にあるんですけれども、標柱が立っており

ますが、当初指定されたときにはしっかりと古墳の形があったみたいです

けれども、畑ということでどんどん削っていったようです。県が、古墳と

しての指定をしておりましたが、今はもう古墳としての形がないことから

指定解除となったところでございます。

この土地については、横に自動車整備工場があるんですけれども、そこの

工場が増設をしたということで、今回依頼があったところでございます。

中屋敷教育長 ありがとうございました。

ご質問等はありませんでしょうか。

松田社会教育課長 この古墳が古墳時代５世紀ぐらいのものということでございました。

中屋敷教育長 素朴な質問ですけれども、非常に価値があるように思うんですけれども、

畑だからどんどん削っていって、もう平面になったから解除というものな

のかという感じがしますけれども、そうなんですか。

松田社会教育課長 指定したのが円墳という形らしいです。この墳丘というか、そこの丘

の部分がやはりしっかりと自然地形の高まりであったのか、確証ができな

いようです。これが以前からある地層もしっかりしているようなところで

あれば、そのまま古墳として残すと思いますが、畑で削ってしまったため、



7

そういったのもあわせて円墳としての指定だったので解除。ただ、下のほ

うにはそういった遺跡なんかがあったということであります。

槇委員 古墳としての認識はあられたということですか。

松田社会教育課長 はい、そうです。

槇委員 それでも、そういうふうに自由にできるということなんですか。

ここまで朽ちてくるということは、もう古墳は古墳だけれども、古墳より

も自分の畑というほうが主流になってということですか。

松田社会教育課長 土地の所有者になりますので。ここを保存することが目的らしくて、

それで下のほうについてはそのまま何もせずに埋め戻しをしている形です。

中屋敷教育長 この標柱は残るんですか。

松田社会教育課長 いや、ここについては撤去になります。

ここは看板も一緒にあるんですけれども、看板についても県指定の看板で

すのでそこも撤去という形になります。

槇委員 何もなかったことになるということですね。

松田社会教育課長 こういう報告書は全部は保存しておりますので、県にも小林市にも、

文化財としての資料としては残っていきます。

中屋敷教育長 わかりました。

あとはよろしいでしょうか。（はい）

それでは、報告案件は終わりました。

次回の開催予定をお願いします。

川俣調製職員 次回の開催ですけれども、１１月２０日水曜日、１時半から栗須小学校と

いうふうになっております。この日は午前、学校訪問になっておりますの

で、８時５０分に市役所に集合していただいて、９時から小林小学校の学

校訪問、終了後、栗須小学校に移動して栗須小学校の学校訪問、その後、

給食を食べた後に１時から定例会になりますので、よろしくお願いしたい

と思います。

中屋敷教育長 よろしいですか。（はい）

それでは、以上をもちまして今回の定例会を終わりたいと思います。

お疲れさまでした。

閉会 16：45
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